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肝類洞内にリクルー トされ.局所で活性化後,肝肉芽の

中央部を形成した.LPS投与後,主に肉芽形成 DCが

TARC を産生 し.e('RLl党規 CD4+rr細胞が新た

に浸潤 した,抗 TARC抗体処置により致死率.肝障害

抑制されていた.

【結論】 (1)∩(1は外来抗原に対する肝肉芽形成に

早期から積極的に参加し,生体防御に重要な役割を果た

織梅吉を惹起 してしまう可能性がある.(2)2次的な全

身性の炎症反応刺激 (.LPS)によi上 肝肉芽 l)('が

･1+T 細胞の肝内肉芽への遊走が.続発する広範肝 障 害

を惹起する要田の -つである.

5)生体部分肝移植における移帥肝内リンパ球

の動態
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ヒトの肝臓にlHi在するリンパ球には,束f削Tllに比較 し

て Nlt細胞マーカーを持つ T和明包 (NlくT 判明包)が

多いことが知 らオし この T 細胞は CD56+T 細胞,

CD57十T 細胞,eD161(NIiR-PTA)+T 皐l朋包とし

持つが.(.lD57+T皐l朋針では認められない.また,両紙

胞群とも NK 細胞と同様な強い IFN-γの種牛能を

示す. .方∴末梢血では CD57十T細胞が各棟疾患で増

加することが知られ,柄態形成との関連性が示唆されて

いる.我々は新潟大学医学部で施行した成人生体部分肝

移植5例について,移肺肝及び末梢血リンパ球を緯時的

に7ローサ イトメトリ一一で解析することによl),NKT

細胞と拒絶反応との関連を調べた.

正常肝組織には Ct)56及び CD161陽性の T細胞

(NltT細胞)が末梢血よi)も多く認められた.5f朴fl2

例の患者で軽度の拒絶Ikl.とこが認め られ.稚植肝内の

('l~)56十T細胞が増加する傾向にあった.免疫抑制剤の

投与と共に d()110rの放射線照射末梢血を pol･t･allでin

より移Åする免疫療法 を行った患者では,移植肝内の

('l)56+T細胞は増加 したが,拒絶反.[封土認められず.

免疫抑制剤の投･Lj'･巌を滅LT-)すことができ/た.また,移植

肝内リンパ球のキメリズムを Ⅰ.1LA 抗lflt清を用いて解

析 し,+=結果,移植肝内 リンパ球 は早期 に lでripient

t)･,ppに置き換わるが.CD56いr細胞は donot･type

が惟位に残っていることが明らかになった.

これらの結果より,肝移植における拒絶I,丈応と免疫鷺

谷の誘導には,肝の NIくT細胞.特に CD56ー+~T 細胞

が関与していることが強 く示唆された.
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